


公開シンポジウム「くらしを支えるサイエンス」 

―― 生命科学からのメッセージ ―― 

 

   

１．主 催  日本学術会議第二部 

 

２．日 時  平成２０年７月４日（金）１３：００～１７：００ 

 

３．場 所  鶴見大学記念館ホール（横浜市鶴見区鶴見 2-1-3 電話 045-581-1001(代)） 

       ※ＪＲ京浜東北線 鶴見駅 徒歩５分 

 

４．共 催  鶴見大学 

 

５．後 援  日本医歯薬アカデミー、NPO 法人アジア対口腔がん協会（AFOC） 

       （財）日本学術協力財団 

 

６．次 第 

（１）開催趣旨  
生命科学の最新情報をわが国最高の権威からわかりやすく、市民に直接解説し、生命

科学の世界へ誘うことを目的として、昨年の北海道大学（札幌）開催に引き続き、鶴見

大学（横浜）において、第二部会（生命科学）主催のシンポジウムを開催いたします。 

横浜市、川崎市をはじめとして幅広い地域からの市民、特に若者の参加を願っており

ます。 

 

（２）プログラム    

１）コーディネーター    瀬戸 晥一 日本学術会議会員、鶴見大学学長補佐 

２）開会挨拶       唐木 英明 日本学術会議第二部部長、東京大学名誉教授 

３）演題・演者等 

① 「植物中の水のイメージングと解析」 

     日本学術会議会員、東京大学大学院農学生命科学研究科・教授  中西 友子 

 

② 「育種の挑戦―中国黄河流域におけるケーススタディ」 

日本学術会議会員、 

岡山大学資源生物科学研究所・大麦野生植物資源研究センター長 武田 和義 

 

③ 「バイオマス資源に期待するもの」 

     日本学術会議会員、東京家政大学家政学部 服飾美術学科・教授 飯塚 堯介 

 

④ 「骨とくらし」  

     日本学術会議会員、大阪大学歯学部長             米田 俊之 



⑤ 「アルツハイマー病は人の往く道か？」 

  日本学術会議会長、皇室医務主幹               金澤 一郎 

 

⑥ 「小児外科ってなに？―これからの小児医療に求められるもの―」 

  日本学術会議会員、九州大学名誉教授、福岡歯科大学客員教授  水田 祥代 

 

⑦ 「両刃の剣としての免疫応答」 

  日本学術会議会員、国立国際医療センター名誉総長       笹月 健彦 

 

⑧ 「患者に優しいオーダーメイド医療」 

     日本学術会議会員、東京大学医科学研究所ヒトゲノム解析センター長、 

ゲノムシークエンス解析分野教授                中村 祐輔 

 

 ４）閉会挨拶     瀬戸 晥一 日本学術会議会員、鶴見大学学長補佐 

 

７．その他 
  事前の申し込みは必要ありません。当日、先着順で定員５００名です。 
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